
事業番号 450

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　　(厚生労働省)

予算事業名 社会事業学校施設整備関係経費
事業開始

年度
平成２１年度 作成責任者

担当部局庁 社会・援護局 担当課室 福祉基盤課 定塚　由美子

会計区分 一般会計 上位政策 -

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計
画、通知等

・社会事業大学経営委託費交付要綱
・業務委託に伴う国有財産の使用にかかる契約書

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　教育環境の整備及び施設の安全性の確保を図るため、日本社会事業大学の給排水設備の更新を行うことにより、指
導的社会福祉事業従事者の養成を推進することを目的とする。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　国有財産である日本社会事業大学の給排水設備について、耐用年数を経過し現に漏水が疑われることから改修工
事を実施するもの。

実施状況
　国土交通省関東地方整備局において、給排水設備の改修工事の設計業務を行う業者を決定し、平成２２年５月２８日
までに図面作製や材料費の積算等を行うこととなっている。
　今後、総合評価落札方式により施工業者を決定し、工事を開始する予定。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） － － 348 繰越額　344 -

執行額 － － 0

執行率 － － 0%

総事業費(執行ベース) － － 0

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

国土交通省関東地方整備局において、給排水設備の改修工事について、事前事後の現地確認等を実施。

見直しの
余地

　日本社会事業大学の給排水設備の改修工事については、耐用年数を経過し現に漏水が疑われていることから、
必要な事業である。
　なお予算額については、設計図の作成等に係る経費の精査に努めた（▲４百万円）。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

本事業は、２１年度の補正予算事業であり、平成２１年度限りの経費である。

補
　
記

　○　社会事業学校施設整備関係経費の推移
　　　　　本事業は、耐用年数を超過したエレベーター機器の更新や省エネタイプ照明機器の整備を含むものであったが、
　　　　再精査の結果、特に緊急性を要する給排水設備の改修工事についてのみ実施し、その他の改修工事等については
　　　　執行停止を行ったものである。

　　　　　１次補正予算額　　 ９３２，８２２千円
　　　　　２次補正予算額　▲５８４，９０４千円（執行停止額）
　　　　　　補正後予算額　　 ３４７，９１８千円
　
　○　平成２１年度予算額の繰越等について
　　　　　給排水設備の改修工事については、設計図の作成及び改修工事の着工が平成２２年４月以降になる見込みとなった
　　　　ことから、平成２２年度に予算を繰り越ししたところ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［２１年度予算額］
　　社会事業学校施設整備関係経費　　　３４７，９１８，０００円
　　　うち（目）社会事業学校施設整備費　３１５，０００，０００円
　　　うち（目）施設施工庁費　　　　　　　　　 ３２，９１８，０００円

［２２年度繰越額］ ［不用額］

３４４，２１５，５００円 ３，７０２，５００円

３１５，０００，０００円 ０円

２９，２１５，５００円 ３，７０２，５００円



　

　
　

厚生労働省

348百万円

【支出委任】

国土交通省 関東地方整備局

348百万円

執行額 0百万円

22年度繰越額 344百万円

不用額 4百万円



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.国土交通省 関東地方整備局 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0


